
貝原益軒肖像（複製）／個人蔵 ▶

　大野城心のふるさと館は、令和３年７月 21日（水）に開館３周年を迎えました。今回、開館３周年を記念して、

県内に存在する地域の様々な名宝を紹介する「令和３年度夏季特集展示」を開催します。

　第２回は、福岡県立図書館に寄託されている竹田家所蔵文書より、貝原益軒と竹田春庵 ( 定直 ) や江戸時代の

筑前についての資料を紹介します。地域に受け継がれた資料を通して、地域文化の魅力に迫ります。

さだなお

▲貝原益軒書簡（部分）／宝永４（1707）年４月 29 日／個人蔵（福岡県立図書館保管）

▲筑前国続風土記　巻之七　御笠郡上・巻之八　御笠郡中・巻之九　御笠郡下／
宝永６（1709）年／個人蔵（福岡県立図書館保管）

▲荻生徂徠書簡（部分）／享保２（1717）年 11 月 18 日／個人蔵（福岡県立図書館保管）
おぎゅうそらい
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●県指定文化財　竹田家所蔵文書

１

２

No. 資料名 員数 時代 作者等

＊所蔵は全て個人蔵（２・３・４は福岡県立図書館保管）

貝原益軒書簡 一通

貝原益軒編
竹田定直校訂

出品目録

宝永４（1707）年４月 29 日 貝原益軒筆

　　　　　　　　巻七　御笠郡上
宝永６（1709）年筑前国続風土記　巻八　御笠郡中 三冊３

　　　　　　　　巻九　御笠郡下
福岡県指定有形文化財 一通 享保２（1717）年 11 月 18 日 荻生徂徠筆

　竹田家所蔵文書は、代々藩儒（藩主に仕えた儒者）の職を勤めた竹田家の旧蔵文書です。現在、福岡県立図書

館と九州大学附属図書館で保管されており、竹田家歴代当主関連資料と竹田春庵の師である貝原益軒の書簡など

からなります。本展では、その中から益軒と春庵の関わりが分かる資料や、貝原益軒が編さんした福岡の地誌『筑

前国続風土記』などを紹介します。

荻生徂徠書簡

指定

令和３年度秋季特別展

筑紫の至宝　～国宝　翰苑の世界～
| 会期 | 令和３年 11 月６日（土）～ 12月 19 日（日）
| 会場 | ３階 企画展示室
| 開場 | 午前９時～午後５時（入場は４時 30分まで）

次
回
予
告

はんじゅ

ちく

ぜんのくにぞく  ふ   ど　き

福岡県指定有形文化財 

※駐車場は隣接する大野城まどかぴあ駐車場
（無料）をご利用ください。団体等、大型バ
スで来館されるお客様は、事前に当館までご
連絡をお願いします。

◀貝原益軒書簡 ＊画像は部分
益軒が編さんした『筑前国続風土記』は、春庵によって校訂されまし

た。この書簡は、校訂作業の際に益軒から春庵に宛てて書かれたもの

です。益軒は、春庵による修正を確認したうえで、誤字脱字の修正を了

承すること、校訂者として春庵の姓名を書き加えること、また、春庵も

跋文（あとがき）を書くことを勧めています。
ばつぶん

地誌とは土地の様子や名所について記述した

もので、江戸時代には全国各藩で盛んに作られ

ました。『筑前国続風土記』はそうした地誌の手

本ともいえるもので、貝原益軒が生涯をかけ編

纂した提要２巻、福岡博多および 15 郡の記 21

巻、古城古戦場５巻、土産考２巻の計 30 巻に

わたる大作です。

荻生徂徠から春庵に宛てた手紙です。徂徠は、漢唐の古文によって孔子や孟

子の教えを理 解しようとする古文辞学を唱え、朱子学を批判しました。益

軒もまた、晩年になるにつれ、若いころから学んできた朱子学に対して疑問

をもち、その疑問点を指摘して批判や自分の説を加えた『大疑録』を著しま

す。徂徠はこの手紙のなかで『大疑録』に触れ、「わが心を先に得ている」と評

しています。

▲筑前国続風土記 ▲荻生徂徠書簡
おぎゅう そ  らい

だい  ぎ  ろく

画像提供：福岡県立図書館 画像提供：九州歴史資料館

画像提供：九州歴史資料館

開館時間＝午前９時～午後７時
休館日＝月曜日（但し９月20日（祝・月）は開館、
９月 21日（火）は閉館）
入館料＝無料
TEL 092-558-5000 ／ FAX 092-558-2207
http://www.onojo-occm.jp/
〒816-0934　福岡県大野城市曙町３丁目 8ｰ3

貝原益軒肖像（複製） 一幅 現代 －
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